
学校研究の取組 

 

１ 研究主題～副題～ 

 

伝えて・磨いて・My Best Solution 

～対話と Hakuism DIvE2.0 を活用した授業づくりを通して～ 

 

２ 目指す児童の姿 

  対話力と ICT 活用力を活かして情報を整理・分析し，授業で学んだことを表現する姿 

 

３ 今年度の研究の重点 

○対話の目的を明確にすることで，協働的な学びを実現する取組 

⇒マナビジョン・学習者用デジタル教科書の活用 

○キーワードを引き出し，一人一人の児童が授業のまとめを記述する取組 

⇒まとめテクニックと Hakuism DIvE2.0の活用 

 

４ 研究の内容 

 

 

 ・羽咋っ子学び方講座 ・DIvE アイテムの紹介 ・まとめ方を全校集会で紹介 ・相互授業参観 

 

 

・単元を貫く問いの設定 ・付けたい力を明確化 ・キーワードを引き出す手立て 

 

 

導入 ・まとめの書き出しと書き終わりを確認 

展開 ・マナビジョンの活用 ・学習者用デジタルコンテンツの活用 

終末 ・思考スキル・思考ツールを活用し，整理・分析⇒キーワードを引き出す 

⇒自分でまとめる 

 

・思考スキルを活用した実践を Hakuism DIvE2.0 蓄積し，児童に紹介 

 

 

 検証方法 

 ・学習アンケートの結果を分析：【DIvE アイテムの活用とキーワードを見つけることができたか】 

・学期ごとに児童のまとめを検証：【まとめを記述できた児童の割合，キーワードを含んでいたか】 

 

 



MY  BEST SOLUTION
羽咋小　研究だより　みんなて創ろう　学校研究
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ステップ0 ～授業を構想する段階～

　前回紹介した研究のイメージです。今回は，"自分でまとめる力”を育成するた

めに ，今実践していること，今後取り組みたいことを紹介していきます。授業

を行っていく上で，どの力を，どの活動で育てていくのかを分かりやすくするた

めに，番号を付けてみました。授業を構想する段階から，導入→展開→終末に分

けて，紹介していきます。

①

②

③ ④

③対話が自然発生するための取り組みで，話題を揃えるために，単元で働かせる

見方・考え方を明確にし，共通の軸である「単元を貫く問い」を設定します。次

に，本時で引き出したいキーワードを明確にし，子どもの姿から，どんな表現で

キーワードが表出するかを想定します。←この「単元を貫く問い」と「引き出し

たいキーワード」は，指導案にも位置づけたいと思います。

軸を

ブラさない！

学校研究概要説明補足資料　研究だより一部抜粋



ステップ2 ～展開前半～

ステップ１ ～導入～

ステップ３ ～展開後半～

③対話力が発揮できるように，④ICTを駆使し，スプレッドシートで学習状況を
リアルタイムに把握＆共有しながら活動の目的を明確にします。活動中は個別最
適な活動ができるように，活動場所（板書の位置）を分けていきます。

①まとめるために，課題の中で書き出しに使えそうな部分を見つけ,その後，書
き出しにふさわしい書き終わりを考えます。そうすることで，まとめが穴埋め形
式になり，文章表現が苦手な児童でも書きやすくなります。

②場合によっては，このタイミングで本時の思考スキルが
明確になることもあります。ここでは，書き方と整理・分
析の見通しを持つことができます。
例：＜なぜ…なのか＞なら，理由付けがスキルになり，まとめの語尾は～だから。
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①いくつかの考えに絞られてきた後は，教室後ろにあるまとめ
のテクニックやHakuism DIvE2.0を児童と確認し，どの思考ス
キルを活用するかを決めていきます。
・考えが絞りきれていないなら，さらに分類してタイトル付け
・二つに絞られたら比較し，共通点や相違点を見つける
・考えが出て，順序がありそうなら番号を付ける　　　など
そして，洗い出したキーワードを児童と確認したり，意味を説
明させたりしながら，「どう？もうまとめ書けそう？」と確認
したら，まとめを書かせていきます。
　　　こんな流れで子どもたちに自分でまとめさせています。


